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前田不U長夫人 永 (1574～ 1623)

永|よ織田信長の四女 (三女・五女説もあり)と して生

まれました。母親は不明ですが、信長の側室 正覚院が

永の生母である可含Z陛も考えられます。瑞龍寺石廟の

向かつて4番目が寺では「正覚院」と伝えています。正

覚院|よ信長二男で水姫の兄・信雄(中将)の子し母といわ

れ、瑞龍寺蔵の信長書状の宛先は「中将おち(御乳)」 と

あります。また永・利長夫妻|よ信雄の娘2人を養子にし

ています。

八十よ4584年 12月、満フ歳にして前田利長に嫁ざまし

た。翌年、信長から利長と共に京都に招かれました(日

本最初期の新婚旅行とも思われます)。その道中、近江

□瀬田の唐橋 (大津市)付近で本能寺の変の急報を受

黙

現 沼剤 長の配慮で前財 り日領尾張荒詫

古屋市嘲 □ に避難しました。   T蕉 露

1585年、利長が守山娩主となつた際に|よ、永も共に

移つてきたと思われます。以降も1598年 に金沢城、

1605年に富山城、1609年の高岡効と利長に従いました。

1614年 5月、利長が死去すると剃髪し「玉泉院」と号し

ました。しばらくして金沢娩西の丸(永の死後、玉泉院

丸と称されます)に移りました。

利長との間に(よ子がなく、利長妹の豪の娘など縁者

から養女フ人を迎えています。

水は立山信仰が厚く、1614年には芦隣寺姥堂に芳香

院 (利長生母)と共に参詣しています。164ア年には立山

室堂を再興し、岩隣雄山神社(立山巴」)に狛犬を寄進す

るなどしています。また同年に|よ利長が信仰した菅原

道真を祀る浄禅寺(のち玉泉寺)を高岡から金沢に移転

し、その境内に現在の泉野菅原神社を建立しました。

4623年 2月、金沢城で死去。金沢の野田山墓所の最

も高い位置に葬られています。    (仁 ヶ竹主幹)
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